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■入院したときの患者負担が増えます 
 

４月に入り、私たちに身近な社会保障制

度の見直しがはじまっています。これま

で会報などでお知らせしてきたように、

特に入院したときの患者負担が、透析患

者も例外なく、増えています。 

入院時の「食事代」では、この４月か

ら２度目となる負担引き上げが始まり

ました。１食あたり 360円から 460円へ、

負担が増えています。 

負担が引き上げられる対象者には、低

所得者（市町村民税非課税世帯）および難病、小児慢性特定疾患の患者は除かれますが、そ

れ以外の透析患者は、例外なく増えることになります。 

また、透析患者（65 歳以上）

が長期に入院（療養病床）した

時の「居住費」は、昨年 2017年

10月から 1 日 200 円の負担が生

じるようになりましたが、この 4

月から、さらに 370 円へと増え

るようになりました。 

入院期間が 1 ヶ月に及ぶと、

医療費とは別に、居住費と食費

だけで 5 万 2,500 円の負担が生

じる計算です。 

 

■受け取る年金額は据え置きに 
 

4 月からの年金額（6 月支給）は、前年度

と同額に据え置かれました。障害基礎年金 2

級および老齢基礎年金（満額）は、月額 6万

4,941円です。 

年金額は据え置かれたと言っても、特に、

後期高齢者医療の保険料や介護保険料など

が年金から天引きされている高齢な患者に

とって、多くの自治体で保険料が引き上げら

れているため、実質的な「引き下げ」感は否

めません。 

国民年金の保険料については、2017年度に

制度改定の上限金額である 1万 6,900円に達

したことから、今年度は据え置かれました。

しかし、来年 2019 年度は、新たに成立した年金改革法により、100 円引上げられ、月額 1

万 7,000円になることがすでに決まっています。 

なお、特別障害者給付金（国民年金任意加入期間に加入していなかったことにより障害基

礎年金を受給できない障害者の救済制度）の額については、１級（障害基礎年金１級相当）

は月額５万 1,650円、２級（障害基礎年金２級相当）は月額４万 1,320円です。 

65 歳以上の療養病床（医療区分Ⅱ/透析患者）の場合 


